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Abstract
This study examined the process of learning described by university students who 
participated in a short-term study abroad program. By using a modified grounded theory 
methodology, in-depth, semi-structured interviews were conducted with 15 Japanese 
university students during the short-term study abroad program in New Zealand. 
The four-core category was identified by participants： Stage1. The desire for individual 
growth and the low self-efficacy condition, Promotion factors, Stage 2. Cross-cultural 
encounter, and Stage 3. Self-efficacy enhancement. The results show that a main outcome of 
the short-term study abroad experience was seen in the individual growth of students. The 



















セスを明らかにすることである。本調査で扱う範囲は、都内四年制大学商学部の 1 、 2 年生を対象とし
た大学主催の 4 週間のニュージーランド海外留学（うち本稿では最初の 2 週間を扱う）の参加者である。













Academy of International Business（AIB）の2016年年次大会においても、全16トラック中 Global 
Leadership and International HR トラック（26 セッション）が最多であった。
本調査を行うに至った動機は、短期留学を通じた大学生の主観的な経験をより深く理解したいと考え
たことである。筆者はこれまで青少年期の海外経験がグローバル・マインドセット育成に与える影響を、







































るプロセスに注目し（ 3 ）実際に短期留学に参加している大学生を対象に現地で 2 週間、調査を行った。
表 1 　先行研究のまとめ
論文 調査対象 分析手法 要因
松原ら（2008） 410名 大学生 質問紙、回帰分析 所属学部・学科、親が留学に賛成、留学先に知人・親戚がいる
船津ら（2004） 200名 大学生 質問紙、回帰分析 過去の留学経験、卒業後留学希望、将来の期待所得
小西（2016） 109名 大学生 質問紙、分散分析 過去の短期海外滞在経験、学科、留学の魅力度
Pope.et.al（2014） 292名 大学生 質問紙、相関分析 性別、過去の海外滞在経験、過去の海外居住経験、年齢、自己成長欲求
Salisbury, et. al（2009） 2,772名 大学生 質問紙、回帰分析 奨学金、性別、人種、親の学歴、語学への関心、多様性に対する寛容度、多様性のある友人関係
─ 20 ─
3 ．分析の枠組み




















3 - 2 　データ収集方法
インタビュー時期は短期留学中の2016年 2 月である。インタビュー期間は滞在日数の経過による心境








調査日　　　　　2016年 2 月（短期留学中の 7 日間）
対象者　　　　　短期留学プログラムの参加者15名







1 女 2 年
2 日目 18分14秒
2 女 2 年
3 女 1 年 3 日目 14分39秒
4 男 1 年
4 日目 23分09秒
5 女 1 年
6 女 1 年
7 女 1 年
8 男 1 年
8 日目 24分40秒
9 男 2 年
10 女 2 年 9 日目 20分03秒
11 女 1 年
10日目 18分02秒12 女 1 年
13 女 1 年
14 男 2 年
11日目 24分25秒





3 - 3 　データ分析方法
修正版グラウンデッド・セオリー・アプローチ（M-GTA）





























なお、M-GTA において、分析焦点者とは「実際にインタビューに応じてくれる A さんとか B さん
という特定の個人を指すのではなく」、インタビュー「対象者を抽象化した集団」を指す（木下2007, 






概念メモ 日常とは異なる困難な環境に自分をわざと追い込むことで、成長したい / できるという考え。

















































短期留学申込みのきっかけとなる具体的な促進要因には「概念 3 - 1 ．過去の海外経験、概念 3 -2. 留学
経験者が身近にいること、概念 3 - 3 ．大学からの案内、概念 3 - 4 ．一度海外を経験してみたかった」
の 4 つが確認できた。例えば、「去年の夏に台湾に行って、それがきっかけで、あの、これに申込みま
した」（協力者 5 ）、「去年自分の友達がこのニュージーランドの留学に行ってたんですよ。それで楽し
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